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タツタテクニカルセンター令和2年度水道事業会計 決算の概要

木津川市水道広報 第10号 （令和3年12月）

令和2年度水道事業会計の決算が9

月市議会定例会で認定されましたの

で、その概要をお知らせします。

地方公営企業である水道事業の経

理は、収益的収支と資本的収支の２

つに区分されます。収益的収支につ

いては、水をつくり、ご家庭にお届

けするための収支を表したものです。

水道料金の収入など年度内に発生す

るすべての収益や水をつくるのに必

要となる費用が含まれ、減価償却費

のように現金支出を伴わない費用も

あります。また、資本的収支につい

ては、水道施設の整備に関わる収支

を表したものです。施設整備に要す

る工事費や人件費、企業債の借入・

償還などが含まれます。

令和2年決算の特徴としては、給水

人口の増加に加え、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大による新しい生活

様式の広がりなどで、水需要が急増

しました。このため、収益的収入で

は給水収益が前年度に比べ、4,827万

円増加し、収益的支出でも受水費が

1,460万円増加しています。受水量で

は京都府営水道と奈良市水道からの

合計で32万4,321㎥増加し、480万

7,338㎥となりました。収入と支出の

差引額は8,116万円の黒字となってい

ます。この黒字額も前年度に比べ

1,784万円増加しており、大変良好な

決算でした。水道をお使いいただい

た皆様のご理解とご協力の賜物と心

得、厚くお礼申し上げます。

また、資本的収支では、配水管布

設替工事（延長1,744.9ｍ）、舗装工

事（面積7,246㎡）、吐師受水場のテ

レメータ装置取替更新工事および計

測設備等取替更新工事、山城浄水場

更新のための基本設計などを行いま

した。
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次に、業務量から見た経営分

析を説明します。

年間有収水量は、前年度に比

べ34万8,184㎥と大きく増加しま

した。この要因は、給水人口が

851人増加したことで7万3,286㎥

の増加に繫がり、新型コロナウ

イルス感染症の拡大による在宅

勤務など新しい生活様式務の広

がりで家庭での需要が35万5,169

㎥増加する一方、企業などでの

需要が8万271㎥減少したと分析

しています。このことは、給水

人口1人当たりの年間有収水量が

前年度に比べ3.34㎥/人増加した

ことにも表れています。

また給水単価と供給単価もほ

ぼ釣り合い、安定した経営状況

であると考えられます。

今後も、将来を見

据えた経営基盤の

強化に努めます。

企業債は、水道施設を

建設するための財務省や

地方公共団体金融機構か

らの借金です。旧簡水債

の交付税分を除いた企業

債の残高は、令和2年度末

で12億5,831万円となりま

す。

水道事業会計の財政調整基金は、開発

による水道事業分担金収入の1,661万円全

額を積み立て、令和2年度末で34億5,312

万円となりました。

将来世代への負担を先送りしないために、企業債の実

質残高が14億円以下となるよう経営を行っています。



経営戦略（財政収支計画）との比較

令和2年度決算と平成31年3月に策定した木津川市新水道ビジョンの経営戦略（財政収支計画）と

の比較では、収益的収支の当年度純利益は計画より6,449万円増加しました。
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水道水で手洗い、マスク、換気、３密を避けるなど、感染症対策を万全に！

新型コロナに関連する情報は、木津川
市ＨＰで確認してください。
ホーム＞暮らす＞上下水道＞水道か
らのお知らせ＞【新型コロナウィルス
対策など】

http://www.city.kizugawa.lg.jp/index.cfm/6,41003,25,127,html


令和２年度に実施した吐師受水場計測設備等取替更新工事

水道料金及び公共下水道使用料審議会 答申の骨子

吐師受水場の地下にある大型の電磁流量計のほか、

各種の計器類を更新しました。

電磁流量計の仕組みは、ファラデーの電磁誘導

（フレミングの右手の法則）を応用したもので、右

の図のように、水の流れに磁石を近づけたときに電

気が発生することで、流量を測定しています。
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木津川市水道料金及び公共下水道使用料審議会では、令和3年7月2日に第7回審議会を開催し、

令和3年7月26日に新川会長から河井市長に答申しました。水道料金については、現行の水道料金

体系を維持しつつ、さらなる経費の節減に努めることを答申の骨子としています。詳細は市ホー

ムページで確認してください。ホーム＞暮らす＞上下水道＞水道からのお知らせ＞木津川市水道

料金及び公共下水道使用料審議会（令和元年～令和3年）

◇安全・美味しい・お得な水道水を飲みましょう！編集・発行・ネーミングライツのご相談 木津川市上下水道部水道業務課 ℡：0774-75-1250

木津川に架かる泉大橋は、昭和26年に完成したカンチレバー式トラス

橋で日本百名橋に選ばれています。優美な外観と対象的に、間近で目に

すると、太い鉄骨と随所に打ち込まれたリベットの力強さが印象に残り

ます。約70年間も私たちの生活を支えている重要なインフラです。

高度成長期に鉄鋼は産業の米と呼ばれ、日本経済を牽引しました。主

役の座が半導体に移った現在でも、強さ・しなやかさ・錆びにくさ・溶

接のしやすさなどを追及した高品質な鉄鋼の開発が進み、水道でもダク

タイル鋳鉄、ステンレス鋳鋼、ステンレス鋼、珪素鋼、機械構造用炭素

鋼などを用途に合わせて使用し、安全な水をお届けしています。

ご存じですか？

http://www.city.kizugawa.lg.jp/index.cfm/6,37639,25,127,html

